
令和６年度仁木町地域おこし協力隊活動報告書

氏名 深見　俊介 活動年数 　　　　　　１　　年

活動目標

１、学習支援 
　地域の子どもの学力・学習意欲の向上に努める。  
a.「寺子屋study」 
教育委員会と協同して主催。仁木・銀山小学校の4-６年生を対象に放課後に学
習教室を開催する。 

b. 学校支援 
小学校の教室に入り支援活動を行う。内容については協議しながら進める。 

２、有害鳥獣駆除活動 
　仁木町猟友会と協力して主にエゾシカ、キツネの駆除に努める。ヒグマの 
出没等の対策についても積極的に取り組む。

活動内容

１、学習支援
a．平日週4回の寺子屋開催。夏冬休み中それぞれ7回ほど実施。開催当初に
比べ落ち着いた雰囲気で、学習に取り組む姿勢も良好と捉えている。今後は
学習指導の方に力を入れていきたい。

b. 銀山小学校に木曜日、仁木小学校に週３−４日支援に入った。９月以降は
仁木小における支援が活動の主体となった。主に授業参加に困難を抱える児
童らの支援を引き受ける。難しい活動だったが学びは多く、児童との間にも
一定の信頼関係を築けたと考えている。なお現在は全員が教室で授業を受け
ている。

２、狩猟・有害鳥獣駆除活動
７月から本腰を入れて取り組んだが、９月以降は小学校の支援活動が本格化
し、伴って駆除活動にあてられる時間が限られた。エゾシカを追いながらヒ
グマの痕跡調査。地形と動物の動向の把握に努めた。冬季は仁木猟友会の巻
狩りに全回参加。暖冬と道路工事などの影響からか、鹿の動きが変わってい
るとのこと。それでも諸先輩方から様々にご指導頂き、無事捕獲もあり、無
事故でシーズンを終えることができた。

3、その他
・夏季休業中に仁木町子ども交流事業（徳島３日間）の引率。
・銀山の子ども向けの芋掘りや餅つき会などに参加。
・銀山の柔道場にて週２回の練習に参加。



 

自己評価

思い返してみて苦しい場面が多かったが、自分なりに力は尽くしたと思う。
定住に向けた活動の部分が手薄になったように思うが、今は定住の意図を持
って自身の居場所を作り出そうとするよりも、何か自然に周囲の役に立てる
ことをするうちに定住につながるというのが理想ではないか、というような
ことを考えています。

抱負

引き続き学習支援にあたります。
駆除について、昨年度夏季は草藪に遮られて発砲が困難だったため、今年度
は罠を併用してエゾシカの捕獲に努めます。またヒグマの捕獲についても引
き続き真剣に取り組みたいと考えています。

その他 罠免許取得




